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はしがき

　本報告書は、2016年12月４日に開催された「第３回いじめ問題国際シンポジウム」当日の発

表を収録したものです。

　このシンポジウムは、1996年、2006年と10年おきに開催されているもので、第１回は文部省

（当時）と国立教育研究所（当時）の共催で、第２回は国立教育政策研究所と文部科学省の共催で、

今回は国立教育政策研究所の主催で開催しました。

　海外の研究者を招聘して海外の状況を紹介していただいた第１回のシンポジウムに対し、第２

回のシンポジウムでは日本の問題関心に即して事前に国際共同調査（オーストラリア・カナダ・

韓国・日本）を実施した上で、その結果を発表するという形をとりました。今回のシンポジウム

では、前回に引き続き、事前に国際共同調査（スウェーデン・日本）を実施した上で、その結果

を発表するという形をとっています。

　さらに、いじめを減らす実践（日本とオーストラリア）の実効性に関する国際共同調査として、

事前に共通の取組評価指標を設定した上でそれぞれに実践を行っていただいた結果についても発

表しています。

　いじめの問題は、ややもすれば個人的な体験やマスメディアが提供した情報のみに基づいて語

られがちです。そこに、科学的な根拠に基づいた知見を加えてもらえるように、国立教育政策研

究所では様々な形での調査研究を行い、各種資料として公表してきました。今回の報告書も、そ

うした資料の一つとして活用されることを願っております。

　最後になりましたが、今回のシンポジウムに関して協力いただいた海外の研究者の皆様、調査

に協力していただいた国内外の学校関係者の皆様に、改めて感謝申し上げます。

　平成29年３月

国立教育政策研究所長　　

　杉　野　　　剛　
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いじめを生まない学校づくり
～第 ３ 回いじめ問題国際シンポジウム～

平成28年度教育改革国際シンポジウム

主　　催： 国立教育政策研究所
日　　時：平成28年12月 ４ 日（日） 13：00～16：30
会　　場： 文部科学省　３ 階講堂　中央合同庁舎第 ７ 号館東館 ３ 階講堂 
　　　　　（東京都千代田区霞が関 ３-２-２）

登 壇 者：  滝　充
　　　　　　（国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター 総括研究官） 
　　　　　  アントワネット・ヘツラー（ルンド大学社会学部 教授） 

　　　　　  中野 澄
　　　　　　（国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター 総括研究官）

　　　　　  フィリップ・スリー（フリンダース大学教育学部 教授）

　　　　　  グレース・スクシピエッツ（フリンダース大学 講師） 

　　　　　  バーバラ・スピアーズ（南オーストラリア大学教育学部 研究主任）

　　　　　  ジョナサン・コーエン（全国学校風土センター 所長) 

司会進行：  濵　由樹 
　　　　　　（国立教育政策研究所 生徒指導・進路指導研究センター 企画課長）
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濵　由樹 （司会：国立教育政策研究所 企画課長）�
　皆様、大変お待たせいたしました。ただ今から、「国立教育政策研究所　平成28年度教育改革国際
シンポジウム「第 ３ 回いじめ問題国際シンポジウム　～いじめを生まない学校づくり～」を開会致し
ます。本日は御多忙の中、お集まりいただきまして誠にありがとうございます。本日司会進行を務め
させていただきます、国立教育政策研究所の企画課長、濵と申します。どうぞよろしくお願いいたし
ます。初めに、主催者を代表いたしまして、国立教育政策研究所所長　杉野剛より御挨拶申し上げま
す。

杉野　剛 （国立教育政策研究所 所長）�
　皆様こんにちは。本日は教育委員会、学校関係者の皆様を含めまして300名を超える方々の御登録
を頂戴しております。御参加いただきまして誠にありがとうございます。私どもが主催いたします教
育改革国際シンポジウムでございますけれども、諸外国の教育改革の状況、あるいは教育政策の研究
の専門家の方々をお招きいたしまして毎年開催しているところでございます。本年度は、「いじめを
生まない学校づくり」をテーマといたしまして、スウェーデン、オーストラリア、アメリカから 5 名
の先生方をお招きいたしました。遠路御参加いただきました先生方にこの場をお借りしてお礼を申し
上げたいと存じます。
　いじめ問題につきましては、日本では今から ３ 年前でございますけれども、「いじめ防止対策推進法」
が施行されております。これを受けまして、既に全ての学校におきまして「学校いじめ防止基本方針」
が策定されるなど、様々な取組が進められているところでございます。にもかかわらず、いじめが原
因と疑われる痛ましい事案が後を絶たないということについては誠に残念な状況でございます。いじ
めがなぜ起きるのか、そもそも、いじめが起きにくくするにはどうすればいいのか、といったような
問題を更に更に深く論じていく必要があるのではないかと考えているところでございます。
　私どもの研究所では、総括研究官の滝充先生を中心に、過去 20 年にわたりまして、いじめの実態
追跡調査を行ってきております。また、いじめ問題をテーマといたします国際シンポジウム、これを
10 年おきに開催してきておりまして、今回が第 3 回のシンポジウムということになります。前回の
シンポジウムでは、国際比較調査の結果、日本では暴力を伴わないいじめ、具体的には、「仲間はずれ」、

「無視」、「陰口」、こういったタイプのいじめがその他の国々に比べて多いといったことなどが明らか
になったところでございます。今回のシンポジウムでは、日本と同じく暴力犯罪が少ないと言われて
おりますスウェーデンと協力して行いました国際比較調査に基づきまして、暴力を伴わないいじめが
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多いという日本の特異性について討論いただきたいというふうに思っております。また、いじめの未
然防止策として、社会性の育成に力をいれておられますオーストラリアの取組も御紹介いただきたい
と考えております。そして最後に、日本のみならず世界の学校関係者が今後力を注ぐべきいじめ対策
の在り方について御討論いただきたいと考えているところでございます。いじめ問題と国際比較とい
う視点から捉え直すことによりまして、皆様方と新たな知見が得られますことを大いに期待いたしま
して、冒頭の御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございま
した。
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暴力の少ない社会におけるいじめ
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第２部

いじめを生まない学校づくりの試み
～日本とオーストラリアにおける実践から～
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第３部
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